
令和６年度広島県高等学校新人剣道大会（剣道形試合・個人戦・団体戦） 

兼 第３４回全国高等学校剣道選抜大会広島県予選会  

兼 第２７回中国高等学校新人剣道大会広島県予選会 要項 
１ 主  催 広島県高等学校体育連盟 

２ 共  催 広島県教育委員会 

３ 後  援 公益財団法人広島県スポーツ協会・一般財団法人広島県剣道連盟 

４ 主  管 広島県高等学校体育連盟剣道専門部 

５ 期  日 令和６年１１月 ９日（土）男女剣道形試合 

       令和６年１１月１０日（日）男女個人戦 

       令和６年１２月２２日（日）男女団体戦 

６ 会  場 電光石火みよしパーク  （剣道形試合・個人戦） 

       （三次市四拾貫町神田谷） 

       ＩＨＩアリーナ呉（呉市体育館） （団体戦） 

       （呉市中央 4丁目１－１） 

７ 日  程 １１月 ９日（土）  ９：３０～   開 館 

                 １０：００～   審判研修 

１１：００～    監督会議 

                 １１：３０～   開会式 

                 １２：００～   男女剣道形試合（決勝戦まで） 

       １１月１０日（日）  ９：００～   開 館 

１０：００～    審判・監督会議 

                 １０：３０～   開会式 

                 １０：５０～   男女個人戦（決勝戦まで） 

       １２月２２日（日）  ９：３０～   開 館 

１０：３０～    審判・監督会議 

                 １１：００～   開会式 

                 １１：２０～   男女団体戦（決勝戦まで） 

８ 参加資格  

（１）選手は、広島県高等学校体育連盟規約第５条に規定する学校に所属する生徒で、本競技実施要項により大会

参加資格を得たものに限る。 

（２）年齢は、平成１８年４月２日以降に生まれたものとする。ただし、出場は同一競技２回までとし、同一学年

での出場は１回限りとする。 

（３）チーム編成については、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

（４）転校・転籍後６ヶ月未満の者は参加を認めない。（外国人留学生もこれに準じる）ただし、一家転住などや

むを得ない場合は、県高体連会長の許可があれば、この限りではない。 

（５）出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 

（６）参加資格の特例による参加については、中国大会開催基準要項のとおりとする。 

９ 競技方法 

個人・団体戦は、（公財）全日本剣道連盟の「剣道試合・審判規則」「剣道試合・審判細則」「新型コロナウイ

ルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判方法」及び「全国・中国・広島県高等学校体育連盟剣道専

門部の申し合わせ事項」による。剣道形試合は「剣道形判定の着眼点」による。 

（１）剣道形試合 

   ①男女共にトーナメント戦を行う。 

   ②一回戦から５本目まで行い、準々決勝からは７本目まで行う。 

（２）個人戦 

①男女共にトーナメント戦を行う。 

②試合時間は男女共に４分とし、時間内に勝敗の決しない場合は４分の延長戦を繰り返し行う。延長戦が継

続する場合は、延長戦２回ごとに｢深呼吸｣・｢給水｣の休息・休憩を繰り返す。 

 



（３）団体戦 

    ①勝者数法により５名の試合を行う。 

②男女共にトーナメント戦を行う。 

③試合時間は男女共に４分とし、３本勝負で行う。時間内に勝敗の決しない場合は引き分けとする。 

④勝者数・取得本数が同点の場合は任意の選手による代表者戦を行う。代表者戦は試合時間４分、１本勝負

とする。時間内に勝敗の決しない場合は４分の延長戦を繰り返し行う。延長戦が継続する場合は、延長戦

２回ごとに｢深呼吸｣・｢給水｣の休息・休憩を繰り返す。  

      ⑤登録選手によるオーダーの変更は試合ごとに認める。オーダー表は前の試合の次鋒戦終了時までに各試合

会場の会場主任に提出する。ただし、第１試合のオーダー表は、開式までに大会本部に提出すること。 

10 表  彰 男女共に剣道形試合・個人戦・団体戦の第５位まで表彰する。  

11 参加制限 

（１）剣道形試合  男女とも各校３組（Ａ・Ｂ・Ｃ組）以内とする。 

剣道形男女優勝組は県新人大会（団体戦）もしくは第２７回中国高等学校新人剣道大会の開

会式において演武を行う。          

（２）個人戦    男女共各校４名以内とする。ただし、国体選手の特別枠を設ける。 

（３）団体戦    １チームの人員は、男女共に監督１名・選手３～７名とする。 

ただし、選手３名及び４名の場合は次のように選手を配置する。 

３名…中堅・副将・大将 ４名…次鋒・中堅・副将・大将 

12 全国高等学校剣道選抜大会及び中国高等学校新人剣道大会への出場 

    第３４回全国高等学校剣道選抜大会……男子〇校、女子〇校 

    第２７回中国高等学校新人剣道大会 団体戦…男女共８校 個人戦…男女共８名 

13 参加申込 

（１）広島県高体連剣道部ＨＰから所定用紙をダウンロードし、メールにて各地区委員長へ申込むこと。 

（メールアドレスはＨＰに掲載） 

※申込用紙は学校長印を押印後、PDFにして Excelデータと一緒に各地区委員長へメールして下さい。郵送 

は必要ありません。 

広島･･･ 寺岡 拓（国際学院） 呉 ･･･ 嶌村高志（呉港）  尾三･･･ 稲田慎也（如水館） 

福山･･･ 下田吉八（神辺旭）  三次･･･佐々木宏（日彰館） 

  各地区委員長は一括して県事務局へ申込む。 

      広島県高体連剣道部事務局  山崎 博文 （近畿大学附属広島高等学校東広島校） 

（２）剣道形試合・個人戦は令和６年１０月２２日（火）、団体戦は令和６年１１月２２日（金）必着とする。 

14 そ の 他 

（１）年度初めに各校に送付した、「広島県高体連剣道専門部申し合わせ事項」を確認すること。 

（２）剣道形試合において、樋（木刀の鎬地の溝彫り）の入った木刀は使用できない。 

（３）団体戦出場チームは、白模造紙または画用紙に黒文字で学校名（女子チームは学校名を赤線で囲む）と選手

名を記入した名札（掲示用 縦２６ｃｍ、横１３ｃｍ）を封筒に入れて必ず持参すること。  

（４）「広島県高等学校体育連盟主催大会等における個人情報及

び肖像権に関する取扱について」は、参加申込書の提出を

もって、承諾をいただいたものとして対応する。 

（５）監督の服装は全国高体連剣道専門部申し合わせ事項に準じ

る。 

（６）竹刀検量は大会会場にて実施する。 

   ※左記の竹刀基準参照 


